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[要約]企 L二重2L2二望生zÅ 霊塑重 鯉 並 .菫塑 童の生塑製左除試験をした。
整_立
=菫
は積雪地に広 く分布していたが、北海道天北地方に有効なものが

多かった。圃場試験においても、措抗菌の効果が確認できた。

背景 。ね らい

雪腐病 は多雪地帯で牧草 を栽培す る うえでの最大 の障害である。ペ レニアル ライ
グラスは雪腐病 に弱いが、生産性・品質 に優 れ、北海道北部や岩手・青森の山間部
を中心 に作付面積が急増 している。ペ レニアル ライグラスの重要な雪腐病である雪

腐黒色小粒菌核病 は、 その生態的特徴 か ら、生物防除が可能であると考 えられ る。

本研究では、雪腐黒色小粒菌核病に措抗的な低温性 の菌株 を収集 し、本病の 自然発
生する圃場 において、 その効果 を実証 した。

成果 の内容 。特徴

雪腐黒色小粒菌核病菌 に措抗性 を示す腐生性 T週塾u堕属菌 を積雪前のペ レニアルラ
イグラス圃場 に施用 したところ、翌春の一番草収量 は無施用区の 8%増 とな り、減
収率が大 き くなる秋期刈取 を行 った場合で も無施用区の27%減 収 に対 し、 7%の 減
収 に留 まり、描抗菌の有効性 が確認 された。

(1)発病 のひどい条件下 (三 冬 日、秋期刈取処理 した場合)で は、措抗菌処理 によ
り有意 に増収 した (指 数 73が 93)。 この値 は、対照区 (秋 期無刈取 。拮抗菌無処
理、指数 100)と 同等であるが、秋期刈取時の収量 を考慮す ると大 きい (図 2)。
(2)雪腐黒色小粒菌核病菌 に措抗性 を示す菌株は、 イネ科植物残澄 由来 の腐生性 と
思われ るT⊇ hula属 菌 (以 下、拮抗菌 と称す る)と 病原性 の弱い雪腐褐色小粒菌核
病菌 のみであった。措抗菌は北陸、東北、北海道 に普遍的に存在 していた (図 1)。
(3)北 海道のペ レニアル ライグラスでは、雪腐黒色小粒菌核病菌の生物型 Aが Bよ
りも重要である。 この生物型 Aに 措抗性 を示す菌株 は北海道天北地方に多か った
(図 1)。
(4)天 北地方が、非常な多雪地帯にもかかわ らず、ペ レニアル ライグラスの栽培が
成功 しているのは、 そこに措抗力の強 い菌株が多 く存在 し、 生物防除が自然にお
こっているため と考 えられ る。

(5)措抗菌 を晩秋 に圃場 に処理 すると、翌春 にはその菌核が多数形成 されているこ
とか ら、拮抗菌の導入・定着 には問題 がない と思われる。 他の病害の生物防除に

おいては、拮抗菌の定着が最大の陰路 とな っている。

成果の活用画・留意点

(1)本研究結果は、雪腐黒色小粒菌核病 に対す る生物防除 を確立するための基礎的
知見 となる。

(2)岩 手・青森両県のペ レニ アルライグラス圃場 にも、措抗菌 と思われる菌株が、
天北地方同様 によ くみ られたが、 その働 きは不明である。札幌は措抗菌が少な く、

導入の効果が最 も期待 され る地域である。
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図 1 収集 した拮抗菌の結抗力 (菌株 ごと
部分 と白い部分はそれぞれ生物型 Aと
い部分が 0よ り下 に、 白い部分は 0よ
マイナスになっていることを示す。 )
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図 2 三冬 目に措抗菌 を処理 したペ レニアル ライグラス

圃場 の翌春一番草 収量 の比較
注 )1988年 5月 播種 。 1990年 10月 1日 、 刈取 区 と無刈取 区 を設 け、
それ ぞれ に措抗菌接種 お よび農薬 (有 機銅剤 )散 布 を根雪 前 に行 った。
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